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第６章 景観重要建造物、景観重要樹木の指定方針 
 (景観法第 8 条第 2 項第 3 号) 

 

高森町内には、良好な景観を形成すると共に地域のシンボルとなっている建造物や樹木が数

多くあります。これらについては、後世に継承すべきものとして、景観重要建造物及び景観重

要樹木に指定し、保全・活用に努めます。     

 

６－１ 景観重要建造物の指定方針 

道路やその他の公共の施設から誰もが容易に見ることができ、構造物の外観等において、次

に示す事項に該当するものを景観育成上重要な建造物として指定します。  

 

 

 

 

 

６－２ 景観重要樹木の指定方針 

道路やその他の公共の施設から誰もが容易に見ることができ、地域の景観を構成する上で、

次に示す項目に該当する樹木を景観育成上重要な樹木として指定します。  

「高森町自然愛護会」が独自に選定基準のもと名木を整理しており、これらと連携しながら

取り組みます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪適用除外について≫ 

文化財保護法により景観法よりも厳しい現状変更の規制が課せられる国宝、重要文化財、特別史跡名勝

天然記念物又は史跡名勝天然記念物については、景観計画に基づく景観重要建造物や景観重要樹木とし

ての指定の実益がないことから、適用除外となっています。   

ただし、県や町が県文化保護条例、町条例に基づき指定するものについては、景観重要建造物や景観重

要樹木に指定することはできます。（景観法第19条第3項及び第28条第3項）   

 

○ 高森町の自然、歴史、文化等からみて、建造物の外観が地域を象徴するもの 

○ 地域の良好な景観育成に大きく影響・貢献するもの 

○ 住民に広く愛され、親しまれているもの 

○ 高森町の自然、歴史、文化などからみて、樹容が地域を象徴するもの 

○ 地域の良好な景観に大きく影響・貢献するもの 

○ 住民に広く愛され、親しまれているもの 


